
(57)【要約】

高圧加工処理中における半導体ウェーハを保持するため

の真空チャックであって、ウェーハプラテンと、第一～

第三ピンと、アクチュエータ機構とを具備している。ウ

ェーハプラテンが、滑らかな表面と、第一～第三リフト

ピン穴と、真空開口部とを具備している。使用時に、真

空開口部は半導体ウェーハの表面を真空引きするべく操

作可能であり、半導体ウェーハはウェーハプラテンに固

定される。第一～第三リフトピンが、それぞれ第一～第

三リフトピン穴に取り付けられている。アクチュエータ

機構が、第一～第三リフトピンをウェーハプラテンに接

続していて、アクチュエータ機構は、第一～第三リフト

ピンをウェーハプラテンの滑らかな表面上方に延伸する

べく操作可能であり、アクチュエータ機構は、第一～第

三リフトピンを少なくともウェーハプラテンの滑らかな

表面と同一高さに引きもどすべく操作可能である。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 高 圧 加 工 処 理 中 に お け る 半 導 体 ウ ェ ー ハ を 保 持 す る た め の 真 空 チ ャ ッ ク で あ っ て 、 ウ ェ
ー ハ プ ラ テ ン と 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン と 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 と を 具 備 す る 真 空 チ ャ ッ
ク に お い て ：
　 ａ ． 　 　 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン が 、 滑 ら か な 表 面 と 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 と 、 該 滑 ら
　 　 　 　 　 か な 表 面 に 設 置 さ れ た 真 空 開 口 部 と を 具 備 し て い て 、 該 真 空 開 口 部 は 半 導 体 ウ
　 　 　 　 　 ェ ー ハ の 表 面 を 真 空 引 き す る べ く 使 用 可 能 で あ り ；
　 ｂ ． 　 　 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン が 、 そ れ ぞ れ 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 に 取 り 付 け ら
　 　 　 　 　 れ て い て ；
　 ｃ ． 　 　 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン に 接
　 　 　 　 　 続 し て い て 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 は 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 ウ ェ ー ハ
　 　 　 　 　 プ ラ テ ン の 該 滑 ら か な 表 面 上 方 に 延 伸 す る べ く 操 作 可 能 で あ り 、 該 ア ク チ ュ エ
　 　 　 　 　 ー タ 機 構 は 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 少 な く と も 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン の 該 滑
　 　 　 　 　 ら か な 表 面 と 同 一 高 さ に 引 き も ど す べ く 操 作 可 能 で あ る ；
　 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン の 該 滑 ら か な 表 面 が 半 導 体 ウ ェ ー ハ 保 持 領 域 を 備 え て い る 、 請 求 項
１ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 真 空 開 口 部 が 、 該 半 導 体 ウ ェ ー ハ 保 持 領 域 に 設 置 さ れ た ほ ぼ 円 形 の 第 一 真 空 溝 を 備 え
て い る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン が 、 該 ほ ぼ 円 形 の 第 一 真 空 溝 を 真 空 ポ ー ト に 接 続 す る 真 空 通 路 を さ
ら に 備 え て い て 、 該 真 空 ポ ー ト は 該 半 導 体 ウ ェ ー ハ 保 持 領 域 の 外 側 で 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン
の 表 面 に 設 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ５ 】
　 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン が 、 該 ほ ぼ 円 形 の 第 一 真 空 溝 の 直 径 の 内 側 に お け る 該 滑 ら か な 表 面
に 設 置 さ れ た 、 ほ ぼ 円 形 の 第 二 真 空 溝 を 備 え て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 真 空 通 路 が 、 該 ほ ぼ 円 形 の 第 二 真 空 溝 を 該 真 空 ポ ー ト に 接 続 し て い る 、 請 求 項 ５ に 記
載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 リ フ ト ピ ン を 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 に 接 続 す る リ フ ト ピ ン サ ポ ー ト 構 造 体 を さ ら に 具
備 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ８ 】
　 該 リ フ ト ピ ン サ ポ ー ト 構 造 体 が リ フ ト ピ ン サ ポ ー ト プ レ ー ト を 備 え て い る 、 請 求 項 ７ に
記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ９ 】
　 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 を 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン に 接 続 す る ア ク チ ュ エ ー タ サ ポ ー ト を さ ら
に 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン が 上 部 プ ラ テ ン 及 び 下 部 プ ラ テ ン を 備 え て い て ：
　 ａ ． 　 　 該 上 部 プ ラ テ ン は 、 滑 ら か な 表 面 、 第 四 ～ 第 六 リ フ ト ピ ン 穴 及 び 該 真 空 開 口 部
　 　 　 　 　 を 備 え て お り ；
　 ｂ ． 　 　 該 下 部 プ ラ テ ン が 該 上 部 プ ラ テ ン に 接 続 さ れ 、 そ し て 該 下 部 プ ラ テ ン は 、 第 七
　 　 　 　 　 ～ 第 八 リ フ ト ピ ン 穴 備 え 、 か つ 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 を 該 上 部 プ ラ テ ン に 接 続
　 　 　 　 　 し て お り 、 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン の 該 第 一 リ フ ト ピ ン 穴 は 該 第 四 及 び 該 第 七 リ フ
　 　 　 　 　 ト ピ ン 穴 を 備 え 、 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン の 該 第 二 リ フ ト ピ ン 穴 は 該 第 五 及 び 該 第
　 　 　 　 　 八 リ フ ト ピ ン 穴 を 備 え 、 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン の 該 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 は 該 第 六 及
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　 　 　 　 　 び 該 第 九 リ フ ト ピ ン 穴 を 備 え て い る ； 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 該 下 部 プ ラ テ ン に 接 続 さ れ 、 か つ そ れ ぞ れ が 少 な く と も 該 下 部 プ ラ テ ン の 該 第 一 ～ 第 三
リ フ ト ピ ン 穴 そ れ ぞ れ の 一 部 分 に 設 置 さ れ た 第 一 ～ 第 三 ナ イ ロ ン ブ ッ シ ュ を さ ら に 具 備 し
て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 該 上 部 プ ラ テ ン が 該 上 部 プ ラ テ ン の 該 滑 ら か な 表 面 と 反 対 側 の 裏 面 に 加 熱 エ レ メ ン ト を
備 え て い る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 該 上 部 プ ラ テ ン に 接 続 さ れ 、 か つ そ れ ぞ れ が 少 な く と も 該 上 部 プ ラ テ ン の 該 第 一 ～ 第 三
リ フ ト ピ ン 穴 そ れ ぞ れ の 一 部 分 に 設 置 さ れ た 第 一 ～ 第 三 ナ イ ロ ン ブ ッ シ ュ を さ ら に 具 備 し
て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン が 第 四 リ フ ト ピ ン 穴 を 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 該 第 四 リ フ ト ピ ン 穴 に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 に 接 続 さ れ た 第 四 リ フ
ト ピ ン を さ ら に 具 備 し て い る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン が 複 数 の 補 助 リ フ ト ピ ン 穴 を 備 え て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 チ ャ
ッ ク 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 複 数 の 補 助 リ フ ト ピ ン 穴 に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 に 接 続 さ れ て い る
複 数 の 補 助 リ フ ト ピ ン を さ ら に 具 備 す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が エ ア ー シ リ ン ダ を 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク
。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 電 気 － 機 械 式 駆 動 機 構 を 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 チ
ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 油 圧 シ リ ン ダ を 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 高 圧 加 工 処 理 中 に お け る 半 導 体 ウ ェ ー ハ を 保 持 す る た め の 真 空 チ ャ ッ ク で あ っ て 、 ウ ェ
ー ハ プ ラ テ ン と 、 第 一 ～ 第 三 ピ ン と 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 と を 具 備 す る 真 空 チ ャ ッ ク に お
い て ：
　 ａ ． 　 　 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン が 、 滑 ら か な 表 面 と 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 と 、 半 導 体
　 　 　 　 　 ウ ェ ー ハ の 表 面 を 真 空 引 き す る た め の ほ ぼ 円 形 の 真 空 開 溝 と を 具 備 し て い て ；
　 ｂ ． 　 　 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン が 、 そ れ ぞ れ 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 に 取 り 付 け ら
　 　 　 　 　 れ て い て ；
　 ｃ ． 　 　 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン に 接
　 　 　 　 　 続 し て い て 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 は 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 ウ ェ ー ハ
　 　 　 　 　 プ ラ テ ン の 該 滑 ら か な 表 面 上 方 に 延 伸 す る べ く 操 作 可 能 で あ り 、 該 ア ク チ ュ エ
　 　 　 　 　 ー タ 機 構 は 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 少 な く と も 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン の 該 滑
　 　 　 　 　 ら か な 表 面 と 同 一 高 さ に 引 き も ど す べ く 操 作 可 能 で あ る ；
　 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 高 圧 加 工 処 理 中 に お け る 半 導 体 ウ ェ ー ハ を 保 持 す る た め の 真 空 チ ャ ッ ク で あ っ て 、 上 部
プ ラ テ ン と 、 下 部 プ ラ テ ン と 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン と 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 と を 具 備 す
る 真 空 チ ャ ッ ク に お い て ：
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　 ａ ． 　 　 該 プ ラ テ ン が 、 滑 ら か な 表 面 と 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 と 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ
　 　 　 　 　 の 表 面 を 真 空 引 き す る た め の ほ ぼ 円 形 の 真 空 開 溝 と を 具 備 し て い て ；
　 ｂ ． 　 　 該 下 部 プ ラ テ ン が 、 該 上 部 プ ラ テ ン に 接 続 さ れ て い て 、 か つ 第 四 ～ 第 六 リ フ ト
　 　 　 　 　 ピ ン 穴 を 具 備 し て お り 、 該 第 四 ～ 第 六 リ フ ト ピ ン 穴 は そ れ ぞ れ 該 上 部 プ ラ テ ン
　 　 　 　 　 の 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 そ れ ぞ れ と 整 列 し て い て ；
　 ｃ ． 　 　 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン に お い て 、 該 第 一 リ フ ト ピ ン は 該 上 部 プ ラ テ ン の 該 第
　 　 　 　 　 一 リ フ ト ピ ン 穴 と 該 下 部 プ ラ テ ン の 該 第 四 リ フ ト ピ ン 穴 と に 取 り 付 け ら れ 、 該
　 　 　 　 　 第 二 リ フ ト ピ ン は 該 上 部 プ ラ テ ン の 該 第 二 リ フ ト ピ ン 穴 と 、 該 下 部 プ ラ テ ン の
　 　 　 　 　 該 第 五 リ フ ト ピ ン 穴 と に 取 り 付 け ら れ 、 該 第 三 リ フ ト ピ ン は 該 上 部 プ ラ テ ン の
　 　 　 　 　 該 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 と 、 該 下 部 プ ラ テ ン の 該 第 六 リ フ ト ピ ン 穴 と に 取 り 付 け ら
　 　 　 　 　 れ て お り ；
　 ｄ ． 　 　 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 下 部 プ ラ テ ン に 接 続 し
　 　 　 　 　 て い て 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 は 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 上 部 プ ラ テ ン
　 　 　 　 　 の 該 滑 ら か な 表 面 上 方 に 延 伸 す る べ く 操 作 可 能 で あ り 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構
　 　 　 　 　 は 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 少 な く と も 該 上 部 プ ラ テ ン の 該 滑 ら か な 表 面 と
　 　 　 　 　 同 一 高 さ に 引 き も ど す べ く 操 作 可 能 で あ る ；
　 真 空 チ ャ ッ ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 高 圧 加 工 処 理 の 分 野 に 関 す る 。 よ り 詳 し く は 、 本 発 明 は 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 高
圧 加 工 処 理 の 分 野 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 加 工 処 理 は 他 の 工 作 物 の 加 工 処 理 と の 関 連 の な い 特 有 の 問 題 を 提 示 し
て い る 。 通 常 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ 加 工 処 理 は シ リ コ ン ウ ェ ー ハ か ら 開 始 さ れ る 。 半 導 体 加 工
処 理 は 、 ト リ ン ジ ス タ を 製 造 す る た め に シ リ コ ン ウ ェ ー ハ の ド ー ピ ン グ か ら 開 始 さ れ る 。
続 い て 、 半 導 体 加 工 処 理 は 、 ト ラ ン ジ ス タ 接 点 と 相 互 接 続 構 造 体 を 製 造 す る た め に 、 ラ イ
ン 及 び バ イ ア ス の エ ッ チ ン グ を 用 い て イ ン タ ー ス パ ー ス さ れ た 金 属 及 び 誘 電 層 の 蒸 着 へ と
続 く 。 半 導 体 加 工 処 理 の 最 後 に 、 ト ラ ン ジ ス タ 接 点 と 相 互 接 続 構 造 体 と が 一 体 回 路 を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 加 工 処 理 に お け る 重 要 な 要 求 は 清 浄 度 で あ る 。 半 導 体 処 理 加 工 の ほ と
ん ど は 本 来 的 に 清 浄 な 雰 囲 気 で あ る 真 空 中 で 行 な わ れ る 。 他 の 半 導 体 加 工 処 理 は 、 大 気 圧
下 で の 浸 式 プ ロ セ ス で 行 な わ れ る 。 と い う の は 浸 式 プ ロ セ ス の 水 洗 特 性 が 本 来 的 に 清 浄 な
プ ロ セ ス で あ る か ら で あ る 。 例 え ば 、 ラ イ ン 及 び バ イ ア ス と の エ ッ チ ン グ に 続 く フ ォ ト レ
ジ ス ト 及 び フ ォ ト レ ジ ス ト 残 渣 の 除 去 は 、 真 空 プ ロ セ ス で あ る プ ラ ズ マ ア ッ シ ン グ 使 用 し
て い て 、 浸 式 プ ロ セ ス で あ る ス ト リ ッ パ バ ス に お け る ス ト リ ッ ピ ン グ に 続 く 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 半 導 体 ウ ェ ー ハ 加 工 処 理 に お け る 他 の 重 要 な 要 求 は 、 ス ル ー プ ッ ト と 信 頼 性 と で あ る 。
半 導 体 ウ ェ ー ハ の 製 造 プ ロ セ ス は 半 導 体 製 造 施 設 で 行 な わ れ る 。 半 導 体 製 造 施 設 は 、 プ ロ
セ ス 設 備 、 施 設 自 体 及 び 運 転 員 に 対 す る 巨 額 の 資 本 を 必 要 と す る 。 こ れ ら の 出 費 を 回 収 し
、 施 設 を 用 い て 十 分 な 収 入 を 得 る た め に 、 プ ロ セ ス 設 備 は 一 定 期 間 の 間 に 十 分 な 数 の ウ ェ
ー ハ の ス ル ー プ ッ ト を 必 要 と す る 。 設 備 を 用 い て 連 続 し た 収 入 を 保 証 す る た め に 、 プ ロ セ
ス 設 備 は 信 頼 性 の あ る プ ロ セ ス を 実 行 し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 現 在 に 到 る ま で 、 半 導 体 加 工 処 理 に お い て 、 プ ラ ズ マ ア ッ シ ン グ 及 び ス ト リ ッ パ バ ス は
、 フ ォ ト レ ジ ス ト 及 び フ ォ ト レ ジ ス ト 残 渣 と の 除 去 に 対 し て 十 分 な も の と 見 な さ れ て き た
。 し か し な が ら 、 一 体 形 回 路 の 最 近 の 進 歩 は 、 プ ラ ズ マ ア ッ シ ン グ 及 び ス ト リ ッ パ バ ス を
著 し く 進 歩 し た 一 体 形 回 路 に 対 し て ふ さ わ し く な い も の に し て し ま っ た 。 こ れ ら の 最 近 の
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進 歩 は 、 エ ッ チ ン グ 形 状 に 対 し て 著 し く 小 さ な 寸 法 と 絶 縁 体 に 対 し て 一 定 の 低 誘 電 率 材 料
を 含 ん で い る 。 エ ッ チ ン グ 形 状 に 対 す る 著 し く 小 さ な 寸 法 は 、 ス ト リ ッ パ バ ス で 耐 え 得 る
ラ イ ン に 対 し て 不 十 分 な 構 造 体 で あ っ て 、 ス ト リ ッ パ バ ス の 交 換 を 必 要 と し て い る 。 一 定
の 低 誘 電 率 材 料 の 多 く は 、 プ ラ ズ マ ア ッ シ ン グ の 酸 素 雰 囲 気 に 耐 え 得 る も の で は な く て プ
ラ ズ マ ア ッ シ ン グ の 交 換 を 必 要 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 最 近 、 フ ォ ト レ ジ ス ト 及 び フ ォ ト レ ジ ス ト 残 渣 を 除 去 す る た め の プ ラ ズ マ ア ッ シ ン グ 及
び ス ト リ ッ パ バ ス を 超 臨 界 プ ロ セ ス に 代 え る こ と に 関 心 が 高 ま っ て き た 。 し か し な が ら 、
現 状 の 超 臨 界 装 置 に お け る 高 圧 プ ロ セ ス チ ャ ン バ は 半 導 体 プ ロ セ ス の 新 し い ニ ー ズ に 対 し
適 切 な も の で は な い 。 詳 し く は 、 現 状 の 超 臨 界 装 置 に お け る 高 圧 プ ロ セ ス チ ャ ン バ は 、 半
導 体 ウ ェ ー ハ を 載 せ た り 降 ろ し た り す る 際 の ハ ン ド リ ン グ の た め と 、 超 臨 界 プ ロ セ ス 中 の
半 導 体 の 保 持 の た め と の 機 構 を も 提 供 し な い 。 機 構 が 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ を 破 損 あ る い は 損
傷 す る こ と な く 半 導 体 ウ ェ ー ハ の ハ ン ド リ ン グ 及 び 保 持 を 提 供 し な い こ と は 重 大 な こ と で
あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 １ ０ ／ １ ２ １ ７ ９ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 半 導 体 ウ ェ ー ハ を 超 臨 界 プ ロ セ ス チ ャ ン バ に 出 し 入 れ し て 載 せ た り 降 ろ し た り す る 際 の
半 導 体 ウ ェ ー ハ の ハ ン ド リ ン グ 用 で あ っ て 、 超 臨 界 プ ロ セ ス 中 に お け る 半 導 体 ウ ェ ー ハ の
保 持 用 の 、 洗 浄 度 を 促 進 し 、 経 済 的 で 、 効 率 が よ く 、 そ し て 半 導 体 ウ ェ ー ハ を 破 損 し な い
機 構 が 必 要 と さ れ て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 高 圧 加 工 処 理 中 に お け る 半 導 体 ウ ェ ー ハ を 保 持 す る た め の 真 空 チ ャ ッ ク で あ
っ て 、 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン と 、 第 一 ～ 第 三 ピ ン と 、 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 と を 具 備 し て い る 。
該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン が 、 滑 ら か な 表 面 と 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 と 、 真 空 開 口 部 と を 具
備 し て い る 。 使 用 時 に 、 該 真 空 開 口 部 は 半 導 体 ウ ェ ー ハ の 表 面 を 真 空 引 き す る べ く 操 作 可
能 で あ り 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ は ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン に 固 定 さ れ る 。 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン が
、 そ れ ぞ れ 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 が 、
該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン に 接 続 し て い て 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 は
、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン の 該 滑 ら か な 表 面 上 方 に 延 伸 す る べ く 操
作 可 能 で あ り 、 該 ア ク チ ュ エ ー タ 機 構 は 、 該 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン を 該 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン
の 該 滑 ら か な 表 面 と 少 な く と も 同 一 高 さ に 引 き も ど す べ く 操 作 可 能 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク （ Vaccum chuck） を 図 １ に 図 示 す る 。 好 適 な 真 空 チ
ャ ッ ク １ ０ は ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン ア セ ン ブ リ １ ２ 及 び リ フ ト 機 構 を 備 え て い る 。 好 ま し く は
、 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン ア セ ン ブ リ １ ２ は 、 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ 及 び 下 部 プ ラ テ ン １ ２ Ｂ を 備
え て い る 。 代 り に 、 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン ア セ ン ブ リ が 単 一 ピ ー ス の プ ラ テ ン を 備 え て い て も
よ い 。 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ は 、 好 ま し く は 第 一 及 び 第 二 真 空 溝 １ ４ 及 び １ ６ を 備 え て い る
。 代 り に 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ が 第 一 真 空 溝 １ ４ を 備 え て い て も よ い 。 リ フ ト 機 構 が 円 筒 サ
ポ ー ト １ ８ 、 エ ア ー シ リ ン ダ （ 図 示 し て い な い ） 、 ピ ン サ ポ ー ト （ 図 示 し て い な い ） 及 び
第 一 、 第 二 、 第 三 リ フ ト ピ ン ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ の 側 面 図 を 図 ２ に 図 示 す る 。 好 ま し く は 、 複 数 の ね じ ２ ４ が シ
リ ン ダ サ ポ ー ト １ ８ を 下 部 プ ラ テ ン １ ２ Ｂ に 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ の 分 解 図 を 図 ３ に 示 す 。 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク は ウ ェ ー ハ プ ラ テ
ン ア セ ン ブ リ １ ２ 及 び リ フ ト 機 構 ６ を 備 え て い る 。 ウ ェ ー ハ プ ラ テ ン ア セ ン ブ リ １ ２ は 、
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好 ま し く は 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ 、 下 部 プ ラ テ ン １ ２ Ｂ 、 第 一 及 び 第 二 ね じ ２ ５ 及 び ２ ７ 、
並 び に 第 一 、 第 二 、 第 三 ナ イ ロ ン イ ン サ ー ト ４ ２ ， ４ ３ ， ４ ４ を 備 え て い る 。 上 部 プ ラ テ
ン １ ２ Ａ は 第 一 、 第 二 真 空 溝 １ ４ ， １ ６ 、 第 一 、 第 二 、 第 三 上 部 リ フ ト ピ ン 穴 ２ ８ Ａ ， ２
９ Ａ ， ３ ０ Ａ 及 び Ｏ リ ン グ 溝 ３ ２ を 備 え て い る 。 下 部 プ ラ テ ン は 第 一 、 第 二 、 第 三 下 部 リ
フ ト ピ ン 穴 ２ ８ Ｂ ， ２ ９ Ｂ ， ３ ０ Ｂ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 組 立 る 場 合 、 第 一 、 第 二 ね じ ２ ５ ， ２ ７ が 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ を 下 部 プ ラ テ ン １ ２ Ｂ に
接 続 す る 。 さ ら に 組 立 の 際 に 、 第 一 上 部 リ フ ト ピ ン 穴 ２ ８ Ａ 及 び 第 一 下 部 リ フ ト ピ ン 穴 ２
８ Ｂ が 第 一 リ フ ト ピ ン 穴 を 形 成 し 、 第 二 上 部 リ フ ト ピ ン 穴 ２ ９ Ａ 及 び 第 二 下 部 リ フ ト ピ ン
穴 ２ ９ Ｂ が 第 二 リ フ ト ピ ン 穴 を 形 成 し 、 そ し て 第 三 上 部 リ フ ト ピ ン 穴 ３ ０ Ａ 及 び 第 三 下 部
リ フ ト ピ ン 穴 ３ ０ Ｂ が 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 を 形 成 し て い る 。 好 ま し く は 、 第 一 、 第 二 、 第 三
ナ イ ロ ン イ ン サ ー ト ４ ２ ， ４ ３ ， ４ ４ が 、 そ れ ぞ れ 第 一 、 第 二 、 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 ２ ８ Ｂ
， ２ ９ Ｂ ， ３ ０ Ｂ の 上 端 部 と 接 続 さ れ て い る 。 代 り に 、 第 一 、 第 二 、 第 三 ナ イ ロ ン イ ン サ
ー ト ４ ２ ， ４ ３ ， ４ ４ が 第 一 、 第 二 、 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 に 沿 っ た ど こ に 接 続 さ れ て も よ い
。 さ ら に 、 代 り に 、 第 一 、 第 二 、 第 三 ナ イ ロ ン イ ン サ ー ト ４ ２ ， ４ ３ ， ４ ４ が ウ ェ ー ハ プ
ラ テ ン ア セ ン ブ リ １ ２ に 含 ま れ て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 リ フ ト 機 構 が 、 シ リ ン ダ サ ポ ー ト １ ８ 、 エ ア シ リ ン ダ ３ ４ 、 ピ ン サ ポ ー ト ３ ６ 及 び 第 一
、 第 二 、 第 三 リ フ ト ピ ン ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ を 有 し て い る 。 第 一 、 第 二 、 第 三 リ フ ト ピ ン ２
０ ， ２ １ ， ２ ２ は ピ ン サ ポ ー ト ３ ６ に 接 続 し て い る 。 好 ま し く は 、 第 一 、 第 二 、 第 三 リ フ
ト ピ ン ２ ０ ， ２ １ ， ２ ２ は 端 部 ね じ ３ ８ を 含 ん で い て 、 そ の 端 部 ね じ は 、 ピ ン サ ポ ー ト ３
６ の ね じ 穴 ４ ０ と 螺 合 す る 。 ピ ン サ ポ ー ト ３ ６ は エ ア ー シ リ ン ダ ３ ４ と 接 続 し て い る 。 エ
ア ー シ リ ン ダ ３ ４ は シ リ ン ダ サ ポ ー ト １ ８ と 接 続 し て い る 。 シ リ ン ダ サ ポ ー ト １ ８ は ウ ェ
ー ハ プ ラ テ ン ア セ ン ブ リ １ ２ と 接 続 し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 当 業 者 に お い て は 、 エ ア ー シ リ ン ダ を 別 の 流 体 駆 動 機 構 又 は 電 気 － 機 械 式 駆 動 機 構 の よ
う な 他 の 駆 動 機 構 に 代 え て も よ い こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ の 断 面 を 図 ４ に 示 す 。 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０
が 第 一 真 空 通 路 ４ ６ を 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ の 中 に 含 ん で い て 、 そ の 第 一 真 空 通 路 ４ ６ は 、
第 一 、 第 二 真 空 溝 １ ４ ， １ ６ を 下 部 プ ラ テ ン １ ２ Ｂ に お け る 第 二 真 空 通 路 ４ ８ と 接 続 し て
い る 。 使 用 時 、 第 二 真 空 通 路 ４ ８ は 第 一 、 第 二 真 空 溝 １ ４ ， １ ６ を 真 空 に す る 真 空 ポ ン プ
（ 図 示 さ れ て い な い ） と 接 続 さ れ て い て 、 第 一 、 第 二 真 空 溝 １ ４ ， １ ６ が 半 導 体 ウ ェ ー ハ
（ 図 示 さ れ て い な い ） を 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ に 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ を 組 込 ん で い る 圧 力 チ ャ ン バ の 断 面 図 を 図 ５ に
図 示 す る 。 圧 力 チ ャ ン バ ５ ０ は 、 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ 、 チ ャ ン バ の ふ た ５ ４ 、 好 適
な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ 、 シ ー ル プ レ ー ト ５ ６ 、 ピ ス ト ン ５ ８ 、 第 一 及 び 第 二 ガ イ ド ピ ン ６ ０
及 び ６ ２ 、 イ ン タ ー フ ェ ー ス リ ン グ ６ ４ 及 び 上 部 キ ャ ビ テ ィ プ レ ー ト ／ 噴 射 リ ン グ ６ ６ を
具 備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ が 図 ６ に 図 示 さ れ て い る 、 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５
２ は 圧 力 チ ャ ン バ ハ ウ ジ ン グ 部 分 ７ ２ 、 油 圧 駆 動 機 構 ７ ４ 、 ウ ェ ー ハ ス リ ッ ト ７ ６ 、 窓 ７
８ 、 支 柱 ７ ９ 、 頂 部 開 口 ８ ０ 及 び ボ ル ト 穴 ８ ２ を 備 え て い る 。 ウ ェ ー ハ ス リ ッ ト ７ ６ は 、
好 ま し く は ３ ０ ０ mmウ ェ ー ハ 用 の サ イ ズ で あ る 。 代 り に ウ ェ ー ハ ス リ ッ ト ７ ６ が よ り 大 き
い か よ り 小 さ な ウ ェ ー ハ 用 の サ イ ズ で あ っ て も よ い 。 さ ら に 、 ウ ェ ー ハ ス リ ッ ト ７ ６ は ウ
ェ ー ハ 以 外 の パ ッ ク の よ う な 半 導 体 物 質 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ の 油 圧 駆 動 部 分 ７ ４ は 、 圧 力 チ ャ ン バ ５ ０ （ 図 ５ ） の 組 立 又
は 分 解 の た め の ア ク セ ス を 提 供 す る 窓 ７ ８ を 含 ん で い る 。 好 ま し く は 、 四 つ の 窓 ７ ８ が 圧
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力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ の 側 面 に 配 置 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 各 窓 ７ ８ は 二 つ の 支 柱 ７
９ 近 く の 側 面 と 、 圧 力 チ ャ ン バ ハ ウ ジ ン グ 部 分 ７ ２ 近 く の 上 部 と 、 ベ ー ス ７ ３ 近 く の 下 部
と に よ り 囲 ま れ て い る 。 ボ ル ト 穴 ８ ２ が ボ ル ト （ 図 示 さ れ て い な い ） を 収 容 し て い て 、 ボ
ル ト は チ ャ ン バ の ふ た （ 図 ５ ） を 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ に 取 り 付 け て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ に お い て 、 第 一 及 び 第 二 ガ イ ド ピ ン ６ ０ 及 び ６ ２ が 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ に 取
り 付 け ら れ て い る 。 ピ ス ト ン ５ ８ は 、 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ と 第 一 及 び 第 二 ガ イ ド ピ
ン ６ ０ ， ６ ２ と に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ピ ス ト ン ５ ８ 及 び 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ が 油
圧 キ ャ ビ テ ィ ８ ４ を 形 成 し て い る 。 シ ー ル プ レ ー ト ５ ６ が 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ と ピ
ス ト ン ５ ８ の ネ ッ ク 部 分 と に 取 り 付 け ら れ て い て 、 そ の ネ ッ ク 部 分 が 空 気 式 キ ャ ビ テ ィ ８
６ を 形 成 し て い る 。 ピ ス ト ン ５ ８ の ネ ッ ク 部 分 ６ ６ が イ ン タ ー フ ェ ー ス リ ン グ ６ ４ に 取 り
付 け ら れ て い る 。 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ が イ ン タ ー フ ェ ー ス リ ン グ ６ ４ に 取 り 付 け ら れ
て い る 。 上 部 キ ャ ビ テ ィ プ レ ー ト ／ 噴 射 リ ン グ ６ ６ が 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ に 取 り 付
け ら れ て い る 。 チ ャ ン バ の ふ た が 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ と 上 部 キ ャ ビ テ ィ プ レ ー ト ／
噴 射 リ ン グ ６ ６ と に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 フ ァ ス ナ ー は 、 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ を イ ン タ ー フ ェ ー ス リ ン グ ６ ４ に 接 続 し 、 イ ン
タ ー フ ェ ー ス リ ン グ ６ ４ を ピ ス ト ン ５ ８ の ネ ッ ク 部 分 ６ ８ に 接 続 し 、 そ し て シ ー ル プ レ ー
ト ５ ６ を 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム ５ ２ に 接 続 し て い る こ と は 、 当 業 者 に お い て は 容 易 に 理 解
さ れ る だ ろ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ５ は 、 閉 状 態 の 圧 力 チ ャ ン バ ５ ０ を 図 示 し て い る 。 閉 状 態 に お い て 、 Ｏ リ ン グ 溝 ３ ２
に お け る Ｏ リ ン グ が 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ を 上 部 キ ャ ビ テ ィ ／ 噴 射 リ ン グ ６ ６ に シ ー ル し て
い て 、 そ の キ ャ ビ テ ィ ／ 噴 射 リ ン グ ６ ６ は 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ 用 の ウ ェ ー ハ キ ャ ビ テ ィ ８
８ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ４ 及 び ５ に お い て 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ と 圧 力 チ ャ ン バ ５ ０ と の
操 作 は 、 圧 力 チ ャ ン バ ５ ０ が 閉 状 態 で あ っ て 、 ウ ェ ー ハ キ ャ ビ テ ィ ８ ８ が 半 導 体 ウ ェ ー ハ
９ ０ を 保 持 し て い な い 状 態 か ら 開 始 さ れ る 。 第 一 ス テ ッ プ に お い て 、 油 圧 装 置 （ 図 示 さ れ
て い な い ） が 油 圧 を 油 圧 キ ャ ビ テ ィ ８ ４ に 放 出 し 、 そ し て 空 気 装 置 が 空 気 キ ャ ビ テ ィ ８ ６
を 加 圧 す る 。 こ の こ と が 、 ピ ス ト ン ５ ８ に 続 い て 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ を 上 部 キ ャ ビ テ
ィ プ レ ー ト ／ 噴 射 リ ン グ ６ ６ か ら 離 間 し 、 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ の 上 部 表 面 を ウ ェ ー ハ ス リ
ッ ト ７ ６ に 又 は ウ ェ ー ハ ス リ ッ ト ７ ６ の 下 方 に 支 持 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 二 ス テ ッ プ に お い て 、 ロ ボ ッ ト パ ド ル （ 図 示 さ れ て い な い ） が ウ ェ ー ハ ス リ ッ ト ７ ６
を 介 し て 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ を 挿 入 す る 。 第 三 ス テ ッ プ に お い て 、 空 気 装 置 に よ り 駆 動 さ
れ る エ ア シ リ ン ダ ３ ４ が ピ ン サ ポ ー ト ３ ６ を 上 昇 さ せ 、 従 っ て 第 一 ～ 第 三 ピ ン ２ ０ ～ ２ ２
を 押 し 上 げ る 。 こ の こ と が 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ を ロ ボ ッ ト パ ド ル か ら は ず し て 上 昇 さ せ
る 。 第 六 ス テ ッ プ に お い て 、 ロ ボ ッ ト パ ド ル が 引 き も ど さ れ る 。 第 七 ス テ ッ プ に お い て 、
エ ア シ リ ン ダ ３ ４ は 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ が 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ に 支 持 さ れ る ま で ピ ン サ
ポ ー ト ３ ６ と 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン ２ ０ ～ ２ ２ と を 下 降 さ せ る 。 第 八 ス テ ッ プ に お い て
、 第 一 及 び 第 二 真 空 通 路 ４ ６ 及 び ４ ８ を 介 し て 真 空 引 き さ れ 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ が 好 適
な 真 空 チ ャ ッ ク １ ０ に 把 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 九 ス テ ッ プ に お い て 、 空 気 装 置 が 空 気 圧 を 空 気 キ ャ ビ テ ィ ８ ６ に 放 出 し 、 そ し て 油 圧
装 置 が 油 圧 キ ャ ビ テ ィ ８ ４ を 加 圧 す る 。 こ の こ と が 、 ピ ス ト ン ５ ８ を 従 っ て 好 適 な 真 空 チ
ャ ッ ク １ ０ を 上 昇 さ せ る 。 さ ら に 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ の Ｏ リ ン グ 溝 に お け る Ｏ リ ン グ を 上
部 キ ャ ビ テ ィ プ レ ー ト ／ 噴 射 リ ン グ ６ ６ に シ ー ル し 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ の 高 圧 プ ロ セ ス
用 ウ ェ ー ハ キ ャ ビ テ ィ ８ ８ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 ウ ェ ー ハ キ ャ ビ テ ィ ８ ８ に お い て 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ を 高 圧 加 工 処 理 し た 後 に 、 半 導 体
ウ ェ ー ハ ９ ０ は 取 り は ず し 操 作 に よ り は ず さ れ る 。 取 り は ず し 操 作 は 載 せ る 操 作 の 逆 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ が 図 ７ Ａ － ７ Ｃ に 図 示 さ れ て い る 。 図 ７ Ａ は 、 半 導 体 ウ ェ
ー ハ ９ ０ （ 図 ５ ） を 支 持 す る の に 使 用 す る ウ ェ ー ハ 支 持 面 ９ ２ を 図 示 し て い る 。 ウ ェ ー ハ
支 持 面 ９ ２ が 、 第 一 及 び 第 二 真 空 溝 １ ４ 及 び １ ６ と 、 第 一 ～ 第 三 上 部 リ フ ト ピ ン 穴 ２ ８ Ａ
～ ３ ０ Ａ と 、 第 一 Ｏ リ ン グ 溝 ３ ２ と を 含 ん で い る 。 好 ま し く は 、 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ は 、
３ ０ ０ mmウ ェ ー ハ を 収 容 す る 。 ３ ０ ０ mmの ウ ェ ー ハ の 裏 面 の ほ と ん ど を 保 護 す る た め に 、
第 一 及 び 第 二 真 空 溝 １ ４ 及 び １ ６ は ３ ０ ０ mmよ り わ ず か に 小 さ な 直 径 と な っ て い る 。 代 り
に 、 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ が 異 な る サ イ ズ の ウ ェ ー ハ を 収 容 し て も よ い 。 好 ま し く は 、 ３ ０
０ mmの ウ ェ ー ハ を 収 容 す る 領 域 に お け る ウ ェ ー ハ 支 持 面 ９ ２ は 、 約 ０ ． ０ ０ ５ ０ ８ mm（ 約
０ ． ０ ０ ０ ２ in） よ り 大 き な 摂 動 の な い 表 面 を 有 し て い る 。 代 り に 、 ３ ０ ０ mmの ウ ェ ー ハ
を 収 容 す る 領 域 に お け る ウ ェ ー ハ 支 持 面 ９ ２ が 約 ０ ． ０ ０ ３ ８ １ mm（ 約 ０ ． ０ ０ ０ １ ５ in
） よ り 大 き な 摂 動 の な い 表 面 を 有 し て い て も よ い 。 好 ま し く は 、 ウ ェ ー ハ 支 持 面 ９ ２ は ２
０ ３ ． ２ × １ ０ - 6 mm（ ８ μ in） 仕 上 の 研 硝 あ る い は 研 磨 に よ り 製 作 さ れ る 。 代 り に 、 ウ ェ
ー ハ 支 持 面 ９ ２ は １ ０ １ ． ６ × １ ０ - 6 mm（ ４ μ in） 仕 上 の 研 硝 あ る い は 研 磨 に よ り 製 作 さ
れ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ７ Ｂ は 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ の 部 分 断 面 ９ ４ を 図 示 し て い る 。 部 分 断 面 ９ ４ は 、 第 一 及
び 第 二 真 空 溝 １ ４ 及 び １ ６ と 、 第 一 上 部 リ フ ト ピ ン 穴 ２ ８ Ａ と 、 Ｏ リ ン グ 溝 ３ ２ と 、 第 一
真 空 通 路 ４ ６ と を 含 ん で い る 。 好 ま し く は 、 第 一 及 び 第 二 溝 １ ４ 及 び １ ６ の 幅 は 約 １ ． ５
２ ４ mm（ 約 ０ ． ０ ６ ０ in） 以 下 で あ る 。 代 り に 、 第 一 及 び 第 二 溝 １ ４ 及 び １ ６ の 幅 は 約 １
． ６ ５ １ mm（ 約 ０ ． ０ ６ ５ in） 以 下 で あ る 。 好 ま し く は 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン ホ ー ル ２
８ ～ ３ ０ は 約 １ ． ５ ２ ４ mm（ 約 ０ ． ０ ６ ０ im） 以 下 で あ る 。 代 り に 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ
ン ホ ー ル ２ ８ ～ ３ ０ は 約 １ ． ６ ５ １ mm（ 約 ０ ． ０ ６ ５ im） 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク の ク リ テ ィ カ ル な 寸 法 は １ ． ７ ７ ８ mm（ ０ ． ０ ７ ０ in） で あ る こ と
が 判 明 し た 。 第 一 及 び 第 二 真 空 溝 １ ４ 及 び １ ６ の 幅 と 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 ２ ８ ～ ３
０ の 直 径 と が 約 ２ ． ５ ４ mm（ 約 ０ ． １ ０ ０ in） 以 下 の 場 合 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ （ 図 ５ ）
は 二 酸 化 炭 素 の 熱 力 学 的 超 臨 界 条 件 （ ７ ３ ９ ８ kPa（ １ ０ ７ ３ psi） を 超 え る 圧 力 で ３ １ ℃
を 超 え る 温 度 ） に さ ら さ れ て も 破 損 し な い 。 も し 第 一 若 し く は 第 二 溝 １ ４ 若 し く は １ ６ の
幅 、 又 は 、 第 一 、 第 二 若 し く は 第 三 リ フ ト ピ ン 穴 ２ ８ ， ２ ９ 若 し く は ３ ０ が 約 ２ ． ５ ４ mm
（ 約 ０ ． １ ０ ０ in） を 超 え る 場 合 、 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ０ は 二 酸 化 炭 素 の 熱 力 学 的 超 臨 界 条
件 に さ ら さ れ る と 破 損 す る 。 第 一 及 び 第 二 真 空 溝 １ ４ 及 び １ ６ の 幅 に 、 第 一 ～ 第 三 リ フ ト
ピ ン 穴 の 直 径 を 約 １ ． ５ ２ ４ mm（ 約 ０ ． ０ ６ ０ in） で 製 作 す る こ と に よ り 、 半 導 体 ウ ェ ー
ハ の 破 損 を 防 止 す る た め の 適 正 な 安 全 裕 度 が 保 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ７ Ｃ は 上 部 プ ラ テ ン １ ２ Ａ の 裏 面 ９ ６ を 図 示 し て い て 、 第 一 真 空 溝 ４ ６ 及 び 加 熱 エ レ
メ ン ト 溝 ９ ８ が 示 さ れ て い る 。 好 ま し く は 、 組 立 て る 際 加 熱 エ レ メ ン ト 溝 ９ ８ に は 、 プ ロ
セ ス 中 に 半 導 体 ウ ェ ー ハ ９ ８ を 加 熱 す る 加 熱 エ レ メ ン ト が 保 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ８ に 第 一 リ フ ト ピ ン ２ ０ が 図 示 さ れ て い る 。 （ 第 一 リ フ ト ピ ン ２ ０ は 、 第 一 ～ 第 三 リ
フ ト ピ ン ２ ０ ～ ２ ２ を 説 明 し て い る ） 第 一 リ フ ト ピ ン ２ ０ は 、 シ ャ フ ト 区 画 １ ０ ０ と 、 扁
区 画 １ ０ ２ と 、 ね じ 端 部 ３ ８ と を 含 ん で い る 。 好 ま し く は 、 シ ャ フ ト 区 画 １ ０ ０ は 、 １ ７
． ７ mm（ ０ ． ５ ０ in） の 直 径 で あ っ て 、 １ ． ５ ２ ４ mm（ ０ ． ０ ６ ０ in） の 第 一 リ フ ト ピ ン
穴 に 適 切 な 遊 び で 差 し 込 め る よ う に な っ て い る 。 好 ま し く は 第 一 リ フ ト ピ ン ２ ８ は ス テ ン
レ ス 鋼 で 作 ら れ て い る 。 好 ま し く は 、 シ ャ フ ト 区 画 は 研 硝 加 工 さ れ て い る 。 代 り に 他 の 方
法 で シ ャ フ ト 区 画 を 製 作 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 圧 力 チ ャ ン バ ５ ０ の 操 作 は 特 許 文 献 １ に 教 示 さ れ て い て 、 こ こ に 参 考 と し て 包 含 す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 当 業 者 に お い て は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 規 定 さ れ て い る よ う な 本 発 明 の 精 神 及 び 範 囲 を 逸
脱 す る こ と な く 種 々 の 修 正 が 行 な わ れ て も よ い こ と が 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク の 詳 細 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク の 分 解 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク の 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク を 組 み 込 ん だ 圧 力 容 器 を 示 す 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 本 発 明 に お け る 圧 力 チ ャ ン バ フ レ ー ム を 示 す 。
【 図 ７ Ａ 】 図 ７ Ａ は 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク の 上 部 プ ラ テ ン を 示 す 。
【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ｂ は 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク の 上 部 プ ラ テ ン を 示 す 。
【 図 ７ Ｃ 】 図 ７ Ｃ は 、 本 発 明 に お け る 好 適 な 真 空 チ ャ ッ ク の 上 部 プ ラ テ ン を 示 す 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 本 発 明 に お け る 第 一 リ フ ト ピ ン を 示 す 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ８ 】
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